
校長室から ひがしなら通心
（Ｒ元年度） 茨木市立東奈良小学校長 川上 隆 最終号

令和２年３月２５日（水）発行

児童のみなさんへ ～勉強する意味について～

突然ですが、この号を最後にみなさんとはおわかれとなります。

私は今月末で定年退職し、４月から中米コスタリカのサンホセ日本人学校へ
校長として赴任することになりました。（文部科学省の在外教育施設派遣教師）

そこで、最後にこのお話をみなさんに贈ります。『風をつかまえた少年』と
いう本当にあったお話です。単行本が出ていますし、「風をつかまえたウィリ

アム」という絵本にもなっています。（両方とも本校図書室にもありますよ。）
実は昨年の夏、映画も公開されました。もちろん、私も映画館で観ました。

夜、自転車を漕ぐときは、前輪に小型の発電機を接触させて発電してライト
を点灯させますね。この仕組みを図書館の本で独学し、人々を食糧危機から救

ったのが、ウィリアム･カムクワンバという少年です。舞台は今から２０年程
前のアフリカ南東部のマラウイ共和国。南北に長い内陸国で、面積は日本の約

３分の１。モザンビークやタンザニア、ザンビアと国境を接します。国民の約
８０％は農業に従事しており、天候には敏感です。小学校８年間の義務教育は

無償で就学率が９２％を超えるものの、４年間の中学校は義務教育でなく、学
費が必要なため就学率は１５％だそうです。電気の普及率は、全国で２％程度。

少年の村にも電気は来ません。夜は真っ暗。ランプで明かりをとります。

科学に興味のあるウィリアム少年は希望を胸に中学校に進学しましたが、入
学まもない２００１年、大干ばつに襲われた村で飢饉が発生。農業を営む一家

は年間８０米ドルの学費が払えなくなり、ウィリアムは学校を退学になります。
それでも学業を諦められないウィリアムは、追い出された学校の図書室にこっ

そりと通い、一冊の英語の本「エネルギーの利用」に出会いました。英語はほ
とんど読めませんが、イラストを頼りに廃品置き場で拾ったトラクターのファ

ンやパイプなどで手作りの風力発電装置を自作し、発電と送水ポンプの稼働を
実現し、干上がった村の畑に水をもたらしました。

当時、村では呪術（じゅじゅつ）の力がなお信じられており、大人たちは干

ばつの時に雨乞いをしていました。そんな環境で、風力で電気を起こそうとす
るウィリアム少年は周りから「変人」と見られました。たった一人でも風車作

りを諦めなかったのは、図書室で出会ったあの本のおかげでした。本の中に描
かれた風車の挿絵を見たとき、世界のどこかで他の人が作れたなら、同じ人間

の自分も作れるはずだと思えたそうです。この出来事が国内外の記事で取り上
げられ、ウィリアム少年は再び学校に戻ることができました。その後、アメリ

カの大学でも学び、現在は農業や水、教育のプロジェクトに関わっています。

乾いた土地と強い風。この風を生かせば土地を潤せる。それを実現したのが
教育の力なのです。教育で「知恵をつかまえた」少年は、風もつかまえること

ができたのです。マラウイでは、一昨年から中等学校での教育が無料で受けら
れるようになりました。現在３２歳のウィリアムさんは、「教育を受けること

は人生の選択肢につながる。私の経験が学ぶことや挑戦することの刺激になる
ことを願っている」と学ぶことの意味を語っています。

私はこのお話のように、みなさんに自分だけでなく周りの人も幸せにできる
勉強をしてほしいと思っています。みなさんは、４月から進級して学年が上が

ります。でも、どの学年になっても避けて通れないのが「勉強」です。「なぜ、
勉強しなければいけないのか？」そんな疑問にぶつかったときに、『風をつか

まえた少年』のことを思い出してください。勉強することは、自分を成長させ
ることです。そして、自分だけでなく周りの人も幸せにすることができるので

す。是非、そんな勉強、そんな生き方をしてください。
今まで素敵な笑顔をありがとう。これからも頑張ってください。地球の裏側

（日本との時差１５時間）から応援しています。では、お元気で。さようなら。


